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人口と世帯数
　　　　　　平成24年８月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１２,５２９人（ー   ３５）
　  ５５,６２７人（ー   １１）

５６,９０２人（ー   ２４）
４４,４３６世帯　（ー   １７）
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」

　
　真夏の夕方、学校も仕事も終わった頃、みんな
が家の前や庭に集まって、輪になって座り、手
には牛の角で出来たコップ。（下の写真、左は茶葉）

　こんな光景は、私の故郷マット・グロソ・ド・
スール州でよく見られます。飲んでいるのはマ
テ茶に氷と冷たい水を注いだ「テレレ」という
飲み物です。家庭だけではなく、大学などの休
み時間の校庭でもよくある光景です。パラナ州

でも同じような
飲み方をするよ
うです。
　しかし、リオ・
グ ラ ン デ・ ド・
スール州では、同
じマテ茶でも異
なった飲み方を

します。
　ひょうたんで出来
たコップに、マテ茶
の葉を入れ、その中
に、お湯を注ぐ、「シ
マホン」というもの
です。（右の写真）

　これらの州で共通
している点はお茶の
葉をたっぷりと入れ
ること、そして、特
別なストローを使っ
て、それを回し飲み
することです。違い
は、コップの素材と、
お湯で作ると「シマホン」と呼ばれ、水で作る
と「テレレ」と呼ばれるところです。
　味は、日本でペットボトルに入って市販され
ているマテ茶とはだいぶん違います。
　私の地域では、このお茶にハーブを混ぜたり、
ジュースを混ぜて甘くしたりすることもありま
す。あまりなじみのない飲み方かもしれません
が、一度チャレンジしてみませんか。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】


